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五
月
二
十
五
日
、
北
朝
鮮
は
、
国
連
決
議
や
六
者
会
合
共
同
声
明
、
更
に
は
日
朝
平
壌
宣
言
に
明
確
に
反
し
て
、
二
回
目
の

核
実
験
を
強
行
し
た
。 

 

こ
の
暴
挙
は
、
先
般
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
並
び
、
我
が
国
を
含
む
地
域
の
平
和
と
安
定
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
政

府
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
我
が
国
の
安
全
を
確
保
す
べ
く
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

同
時
に
、
度
重
な
る
核
実
験
は
、
国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
唯
一
の
被
爆
国
の
我
が
国
と

し
て
は
、
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、
最
近
の
核
廃
絶
の
気
運
の
高
ま
り
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
北
朝

鮮
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
合
意
に
従
い
、
す
べ
て
の
核
を
放
棄
し
、
国
際
社
会
の
査
察
を
受
け
入
れ
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化

に
取
り
組
む
よ
う
要
求
す
る
。 

 

政
府
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
制
裁
を
強
め
る
な
ど
断
固
た
る
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
国
家
主
権
並
び
に
基
本
的
人
権
・
人

道
に
も
関
わ
る
極
め
て
重
大
な
拉
致
問
題
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
等
、
北
朝
鮮
と
の
諸
懸
案
を
解
決
す
べ
く
、
国
際
社
会
と
連
携
し
、



 

二  

積
極
的
な
外
交
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

右
決
議
す
る
。 


